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25.3期
上期

26.3期
上期

対前年比
増減 増減率

営業収益 41,148 42,068 +920 +2.2%

営業利益 8,900 9,350 +450 +5.1%

当期純利益* 6,120 6,540 +420 +6.9%

EBITDA 12,318 12,516 +198 +1.6%

*親会社株主に帰属する当期純利益

(単位：百万円）

増収増益
連結業績概況
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25.3期 上期

42,068

41,148
モバイル総合収入

その他収益端末販売収入

＋40
+712

+316 ▲148

26.3期 上期

YoY +920

営業収益 増減要因

注）モバイル総合収入：サービス改定に伴う26.3期からの新定義。対象：au、UQ mobile、povoの通信料収入・補償収入・コンテンツ収入等
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(単位：百万円）
モバイル総合収入や端末販売収入増により増収

auでんき売上
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9,350
8,900 その他コスト

+316 ▲193 +868

auでんき
売上

営業関連コスト

モバイル
総合収入

auでんき
原価

▲148

+712

▲205

25.3期 上期 26.3期 上期

(単位：百万円）

営業収益 +920 営業費用 +469

YoY +450

・端末原価の増

営業利益 増減要因

モバイル総合収入の増加とauでんきの採算改善により増益

その他収益

端末販売収入

+40
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25.3期 26.3期 25.3期 26.3期

営業収益

41,148

営業利益

42,068

進捗率
49％

進捗率
49％

84,314 85,000（予）

8,900 9,350

進捗率
50％

進捗率
51％

17,761 18,200（予）

+920

+686

+450

+439

上期 上期

(百万円)

業績予想対比

営業収益・営業利益ともに業績予想に対しオンライン
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各事業概況
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25.3期 26.3期

モバイル総契約数*

純増＋2,100

25.3期末 26.3期 上期末

総契約数
690,200

総契約数
692,300

業績予想に対する進捗（純増数）

5,200
2,100

進捗率
42％

進捗率
21％

12,500

10,000（予）

上期

モバイル稼働状況

6

競争環境激化の中、上期は純増+2,100を確保

* HS（ハンドセット）：スマートフォンとフィーチャーフォンの合計
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新プラン導入効果

ブランド間移行のトレンドが改善

7

ブランド間移行推移 ニーズに合わせた提案

ブランド再設計によりau流入改善 各世代に対応したプラン提供

0

au→UQ

UQ→au

25.3期
1Q

25.3期
2Q

25.3期
3Q

25.3期
4Q

26.3期
1Q

26.3期
2Q

26.3期
3Q

60歳以上17歳以上～60歳未満12歳以下
16歳以下
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1.04
0.96

1.14

1.37

1.11 1.08

25.3期
1Q

25.3期
2Q

25.3期
3Q

25.3期
4Q

26.3期
1Q

26.3期
2Q

マルチブランド au

マルチブランド解約率
(%)

UQセット率

解約率
auの解約率は引き続き低位安定

UQセット率向上によりリテンション強化
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端末セット率 auでんきセット率

Pontaセット率

４月 5月 ６月 ７月 ８月 9月 ４月 5月 ６月 ７月 ８月 9月

４月 5月 ６月 ７月 ８月 9月

UQコミコミプランバリューで強化！
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21,878

22,590

25.3期 上期 26.3期 上期

2.5

0.3
0.8

1.8

2.5

4.1

25.3期
1Q

25.3期
2Q

25.3期
3Q

25.3期
4Q

26.3期
1Q

26.3期
2Q

モバイル総合収入 増減率（前年同期比）
(百万円) (%)

モバイル総合収入
料金改定に加え補償サービス収入増が寄与し

モバイル総合収入の成長が加速（1Q比＋1.6pt）

9
注）モバイル総合収入：サービス改定に伴う26.3期からの新定義。対象：au、UQ mobile、povoの通信料収入・補償収入・コンテンツ収入等
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25.3期 26.3期25.3期末 26.3期 上期末

純増＋2,000
FTTH総契約数 業績予想に対する進捗（純増数）

総契約数
129,100

総契約数
131,100

2,500 2,000

進捗率
52％ 進捗率

50％

4,800
4,000（予）

進捗率：50％

上期

FTTH

業績予想に対し概ね順調に進捗
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25.3期 26.3期

25.3期末 26.3期 上期末

総契約数
77,200

auでんき総契約数

総契約数
77,700

業績予想に対する進捗（純増数）

3,500
（上期）

4,400（予）

進捗率：13%

通期実績
2,200上期

auでんき

営業再開により2Qから純増に反転

11
注）純増数、総契約数は百契約未満を四捨五入しており、合計が一致しない場合がございます。

600

進捗率
13％

純増＋600

1Q▲400から
純増へ反転

25.3期 26.3期
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auでんき

既存顧客の6割が新プランへ切替予約完了

12

6割
新プラン旧プラン

4割

内訳(9月末時点)

DM送付 お電話でのご案内

店頭受付
各チャネルによる切替勧奨
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TOPICS

13



14

サステナビリティ

沖縄セルラー初 統合レポート発行

14

主なトピックス

◆トップメッセージ
◆価値創造プロセス
◆人的資本戦略
◆社外取締役による座談会

掲載先：沖縄セルラーHP
https://okinawa-cellular.jp/ir/library/sustainabilityreport/

https://okinawa-cellular.jp/ir/library/sustainabilityreport/
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ESG関連

日本初！絶滅危惧種再生によるJブルークレジット*申請

世界が注目するブルーカーボン 県内企業連携で
ブルークレジット創出へ

15

＜絶滅危惧種のウミショウブ＞ ＜防護柵を設置した保全エリア＞

* Jブルークレジット：日本のブルーカーボン認証制度で、海草やマングローブなどの海洋生態系が吸収・貯留するCO₂をカーボンクレジットとして認証する仕組み
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課題解決

当社データで甲子園決勝日の人流を分析、人流動向を可視化

16

人流分析

人流データ

データ利活用

甲子園決勝の時間帯（10時～12時）に
県民はどこに集まっていたのかを検証

企業の
商圏分析

交通インフラ
課題解決

スマート
街づくり

琉球新報社提供
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ビジネス事業

スポーツDXを実現した「スマート街づくり」の推進
うるま市 総合体育館整備運営事業への参画

17

導入予定サービス代表企業としてPFI事業*を推進

*PFI事業：民間の資金と経営能力・技術力（ノウハウ）を活用し、公共施設等の設計・建設・改修・更新や維持管理・運営を行う公共事業の手法。

事業統括

デジタルサイン

ドローン点検

スポーツ分析
AIカメラ

予約受付
システム

デジタルサイネージスマートロック
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5G通信技術の活用
「5G SAスライシング技術」による那覇大綱挽ライブ配信

放送業者保有の映像機材での安定配信を実現

18

映像中継場所
（国道58号線久茂地交差点）

沖縄特化型コンテンツ配信サービス ryupot（リュポット）
https://ryupot.com/

提供：琉球放送株式会社

大綱挽中継

放送業者の映像機材を活用
設営の簡易化とコスト削減

■実際の映像
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5,165 5,185 5,230 5,2995,208

1Q 2Q 3Q 4Q
25.3期 26.3期

0.6

-1.8
-0.9

0.2
0.8

2.8

25.3期
1Q

25.3期
2Q

25.3期
3Q

25.3期
4Q

26.3期
1Q

26.3期
2Q

モバイル総合ARPU 増減率（前年同期比）

０

(参考)モバイル総合ARPU

(円) (%)

19

5,331
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(百万円） 19.3月期 20.3月期 21.3月期 22.3月期 23.3月期 24.3月期 25.3月期 26.3月期
上期

営業収益 67,013 68,051 74,191 73,426 77,299 77,990 84,314 42,068

電気通信事業 46,357 48,167 50,762 49,849 49,287 50,515 50,695 25,712

附帯事業 20,656 19,883 23,428 23,576 28,011 27,475 33,619 16,355

営業利益 12,949 13,966 14,450 15,222 15,932 17,014 17,761 9,350

フリーキャッシュフロー 4,607 3,056 5,960 4,950 10,704 16,244 11,518 5,300

関係会社への貸付金増減額を除く 5,410 2,856 9,661 10,156 6,262 6,375 8,834 897

設備投資（竣工ベース） 6,910 10,189 5,636 12,192 5,460 8,597 5,735 2,712

有利子負債残高 302 420 308 199 106 44 11 19

(参考) 業績の推移

旧基準 新基準新基準新基準新基準旧基準旧基準

新基準：「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を22.3月期から適用 20

新基準



21

25.3期
通期

１Q ２Q ３Q ４Q

モバイル

純増数* 3,900 1,400 3,500 3,700 12,500

端末販売台数* 37,400 34,900 40,600 42,600 155,400

解約率*（%） 1.04 0.96 1.14 1.37 1.13

モバイル総合収入
（百万円） 10,890 10,987 11,067 11,267 44,213

FTTH純増数 1,100 1,400 1,600 700 4,800

auでんき純増数 3,300 200 ▲400 ▲900 2,200

26.3期
通期

１Q ２Q ３Q ４Q

2,800 ▲700

37,400 33,500

1.11 1.08

11,157 11,433

1,100 900

▲400 1,000

* HS（ハンドセット）：スマートフォンとフィーチャーフォンの合計

●この配布資料に記載されている業績予想及び契約数予想等はいずれも、当社が現時点で入手可能な情報を基にした予想値であり、これらは経済環境、競争状況、新サービスの成否などの不確実な要因の影響を受けます。
 従って、実際の業績及び契約数は、この配布資料に記載されている予想とは大きく異なる場合がありますことをご承知おきください。
●本資料の一切の権利は当社に属しており、方法・目的を問わず、無断で複製・転載を行わないようお願い申し上げます。
●お問合わせ先：沖縄セルラー電話株式会社 コーポレートバリュー創造部 IR・コーポレートバリュー企画グループ（TEL：098-951-0639、E-mail：oct-ir@au-mobile.com）

(参考) 各事業の推移
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新たな価値で
この島の未来を豊かにする
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